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2018.6 
	

	

しが 県博協だより 

	

	

第30号               滋賀県博物館協議会 
	

	

 しが県博協だより第30号は、創立35周年を迎えた県博協の記念事業について、また、昨年度開催し
た２回の研修事業「作品（資料）の本質と魅力を導く展示手法」および「博物館・美術館におけるSN
Sを使った情報拡散の傾向と対策」、平成29年度永年勤続者等表彰事業の報告、あわせて昨年度本協議
会に新規加盟した館の紹介を掲載いたします。 
	

	

滋賀県博物館協議会 
創立 35周年記念事業報告 

	

日	 時： 成 29 2017 11 19日 日  

13:00～16:30 

開	 場： 洲市歴史民俗博物館 銅鐸博物館  

参加者：76 	

	 	 	 般 』1 講師 県博協関係者 「』 	

参加館：1』 館	

記念委員 研修委員 報委員 事務局含 	

 

①記念講演会 
「旅と博物館―博物館の愉

たの
しみ方―」 

講師：高田公理氏（武庫川女子大学名誉教授） 

	

概	 要：	

	 来 人類 旅 理 人 増加 食糧 足

国家間戦争 宗教 理 時 旅

学問や芸術 学 好奇心 触

現代人 日常生活 疲 日常

異 自然や風景 暮 文 新 興味

喚起 あ 土地 料理や酒

人 出会い 時 知 風景 う

体験 新 い活力 生 出  

	 滋賀県 湖 あ 例え 近江 幡

水郷 わ 川縁

櫂や水鳥 羽音 聞 え 都会

体験 い静 味わう

体験 深 あ 博物館

体験 水郷 静 体験 湖博物館

自然 暮 追 展示 見学

気付 生 出  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師を務められた高田公理氏 
 

講師を務められた高田公理氏 

 

	 湖 滋賀県 県博協加盟館 69

館 中心 多 博物館 点在 い

仏教美術 戦国時代 街道文 近江商人 東

洋 西洋美術…多角的 博物館 巡

各博物館 歴史 美術 知的

体験 非日常的 体験

旅 体験 意味 博物館 捉え直

 

	 旅や博物館 体験 意味 考え あ

ワ 観 観 易

経 国 観 国 王

諸国 巡 国 見 自 国 帰

国 示 い

明治 1871 岩倉 視 中心

使節団 米欧 12 国 視察旅行 出掛

訪問 知識 世界 求 国 後

日 近代文明 視察旅

行 あ 観 いえ 現代

観 楽 時代 観

体験 日常 暮 活

日 現在 観 立国 目指 い
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利点 あ 観

博物館 体験 含 滋賀県

湖や各地 あ 博物館 学

楽 日常 暮 少 豊

 

 
②座談会 
「みんなで語る！滋賀県の博物館と旅・観光」 
パネリスト： 
高田公理氏（武庫川女子大学 名誉教授） 
篠原 徹氏（琵琶湖博物館 館長） 
八杉 淳氏（草津市立草津宿街道交流館 館長） 
南部暁子氏（MIHO MUSEUM 海外広報担当） 
司会 和澄浩介氏（滋賀県立近代美術館 学芸員） 

 

概	 要： 

	 談会 講演者 高 氏 篠

原 杉 部 行 容 大

観 博物館 組 ッ

滋賀県 あ 博物館 特徴 博物館 連

携 滋賀県 知 観

寄 博物館 以 点 い 題

 

 

観 博物館 組 ッ  

博物館 地域 社会 文 自然 知 入

あ 博物館 行 地域 知

出来 場所 あ 篠原 多種多様 博物館 混

在 中 中 小規模 地域 根付い 博物館

地方 人 暮 文 当 役割 あ

地域 密着 い 特徴 あ

杉 海外 博物館 う 傾向

見え 海外 来館者 交通 便 あ 良

い立地 博物館 足 道中 山 自然

景色 楽 自然 共 博物館 建物 楽

増え い 部  

 

滋賀県 あ 博物館 特徴 

京都 比較 京都 美 い風景 街並

多 い 人工的 多

方 滋賀県 自然 風景 大 い 印象

持 高 県 主要街道 通

宿場街 多 残 い 宿場街 箇所

完結 街道 通 街 士 連携 歴

史 持 う 歴史 踏 え 博物館

街道沿い 博物館 士 都市間交流 推

う い 宿場街 観 地

場所 あ 生活 部

在 い 場所 あ 変わ い 文 いえ

杉  

 

博物館 連携 

観 客 複数 博物館 見学 傾向 あ

客層 異 博物館 美術館 多

交流 求 学校や福 施設 企業  

	

座談会のパネリスト 
	

 
熱心に聞き入る来場者の皆さん 

 

 

異業種 交流 行う 篠原 過去

実績 あ 加盟館 ン

集 売 心理 訴

え ン 開催 連携 深

大 高 篠原 杉  

館 併設 ンや

ッ 博物館 体 捉え直 来館者 見

学後 体験 持 帰 芻 う

付加価値 付 必要 あ 篠原 MIHO 

MUSEUM 場 海外 来館者 健康志向

強 彼 向 ン 健康食 提供

利用者 食 や器 別 興味 引

出 機関 連携 生

出来 う 観 ッ 定着

事例 あ 部  

 

滋賀県 知 観

寄 博物館 

滋賀県 知 観 目玉

湖 湖 歴史 自然 学 教え 機会

現状 学校教育 増や 高

滋賀県 歴史的 風土 県全域 拡

滋賀県 潜在的 眠 い 文 風土 紹

場所 博物館 あ 風景 体 い

滋賀県 博物館 あ いえ 篠

原 杉 地元 人 大 い
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敬意 払い 地元 残 大 保

い 博物館 役割 思い

部  

 

	 会者 後 う 地域 文

自然 魅力 知 場所 博物館

あ 観 環 博物館 体験

日常 暮 豊 拡 い う

場所 目指 博物館 使 あ 実感

館 観 ッ 成 得 博

物館 士 機関 連携 必須 あ 連携

生 出 掛 日常 業務 中

考え い い 再認識 時間

 

 

益 団法人日 習 教育 団 観峰館 

寺前 基  

 
	

平成29年度 研修事業実施報告 
	

第１回研修事業  
「作品（資料）の本質と魅力を導く展示手法」 
 
講	 師：津 	 修氏 

MIHO MUSEUM 主任学芸員	 保 展示室長  

日	 時： 成 29 2017 10 27日 金  

13：30～16：30 

場	 所：MIHO MUSEUM	 ャ  

参加者：25  

加盟館 16 会長 事務局長 研修委員７  

参加館：18館 

 

趣	 ： 

	 展覧会 い 作品 資料 通 展覧会

企 意 表現 展示や ウ 来館者

直接目 要 部 作品

資料 質や魅力 引 出 演出力 学芸員

資質向 欠 能 いえ  

	 い 作品 全性 確保 美

鑑賞 や い環境 い 回

作品 展示手法 体的手法 学

知識や経験 共 能研修 要素 兼

情報交換会  

 

．講演概要 

	 回 い 講演者 要 考え 展

示 ウ 照明 ウン いう 点

講演 あ 以 講師 言葉 中

心 概要  

 

展示 ウ  

	 ン 美 い展示 適

ウ 要 美 い展示

館 ンセ 異 思い

当館 編者註：MIHO MUSEUM 例

挙 参考 い い 思い  

	 	 	 	  

	 展示 前 面 作品

ウ 心感 心地 感覚的

考慮 ウ い 間

う 自然 角形 近い配置 多

あ  

	 作品 大 関係 大 作品

高い所 あ 定 印象 え う

 

	 面 ウ 展示

際 作品 必要以 触わ 作品

荷 済 面 ウ

手間 展示業者 様書

映 事前 展示 大

変 理的 あ 考え い  

 

照明 

	 照明 ン 見

作品 魅力 引 出 大 道

角 強 色温 演色性 考慮 器

選定  

	 例え 中国 山東省 仏像 照明 調整

前 汚 方 目立 い 坦

表情 照明 表情

格段 変わ 彫刻 陰 見え 仏像

持 精 性 引 い う  

	 浮彫作品 石床屏風 例 蛍 灯

ッ 違い 見 い 違い 目瞭

然 作品 特徴 理解 照明 決

大   
 
 
 
 

 

 
 

図1 三角形の含まれたレイアウト 
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図２ 照明の効果（左：調整前 右：調整後） 

 

ウン 支持  

	 いう ウン 作品 美 全 展

示 支持  

	 例 魚 形状

容器 見 見 人 360 鑑賞 容器

あ う い いう

あ 結 容器 側 添 目立

い ウン 製作 展示 外側 支え

方 簡 ン 美 全

方法 選 考え

い  

	 ン 美 見 全 展示

ウン ン

目立 い 作 作品 形 ッ 添

形状 う 作品 ウン

固定 振動 ウン 作品

傷 う 防 作品 美

際立 う  

固定 基 目立 小限 固定 あ

点支持 付 外 簡 あ

要 作業中 事故 減

う 長時間 わ 作品 密着

ウン 質 選択 考慮 必要

適 造 作品 手

製作 必要 あ 作品 扱い 全

大変 要  

 

．展示室 作業室 見学 

	 講演 後 美 い展示 何 う 全 展示

何 う いう視点 MIHO MUSEUM 展

示 配色や ン 展示 体的 方法

器 実際 展示室 質疑応答 行い 見

学  

	 作業室 初 ウン 製作 料 明

部実演 行わ 質疑応答や情報交換

行わ 質疑 海外 状況や資格 人

員配置 情報交換 各館 問題 い

体的 作品 展示方法 活

言 出 い 関心 高 伺わ  

 

．参加 所感 

	 各館 置 い 状況や環境 異

美術品 資料 来館者 見 いう点

致 い 思い 意味

ン あ ウ 照明 美 全

資料 固定 3 ン 多 館 参考

い う  

	 回 情報交換会 各館 得

意 展示 関 ウ ウ 共

県博協加盟館 来館 客様 満

足 向 期待  

 

MIHO MUSEUM	 桑原康郎  

 

 
図３ 容器を内側で支えるマウント 

 

 
図４ マウントの製作 

 
第２回研修事業 
「博物館・美術館における SNS を使った情報拡散
の傾向と対策」 
	

講	 師：藤川明宏氏 福 市文 保護課  

日	 時： 成 30 2018 2 6日 火  

13：30～16：30 

場	 所：大津市歴史博物館	 講堂  

参加者：44  

加盟館 35 会長 事務局 研修委員７  

参加館：22館 
	

概	 要：	

	 近 TwitterやFacebook Instagram SNS

活用 報活動 盛 行わ い

各 SNS 特性 理解 手 楽 使い

い 館 少 い い う
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回 研修 実際 SNS 大変 響

多 ワ 生 出 角縁 獣鏡

掛人 福 市文 保護課 藤川明

宏氏 招 SNS 使 情報拡散 い

い  

	 近 題 展覧会 SNS 関係

い 紹 あ 刀剣 代表

的 事例 日 刀 擬人 刀

剣男士 場 刀剣乱 ッ

実際 刀剣 見 美術館 博物館

訪 新 鑑賞者 う

所蔵品 刀剣 Twitter 紹 展

示 い 刀剣 撮 能 SNS 情報

拡散 う館 場 う 組

通 過去 高 来館者数 記録 館 あ う

 

	 動 報活動

い あ 昨 秋 京都国立博物館

開催 国 展 永青文庫副館長 橋

麻 氏 京都国立博物館 研究員

動 行わ 題 研究

員 人 人柄 垣間 点 特 好評

う 橋 氏 Twitter ワ

数 多 強い情報 信力 持 ン ン

サ ン ンサ 情

報 い う う工夫

要 ン いう  

	 い 福 市郷土歴史博物館 行わ い

角縁 獣鏡 ワ

ッ 展開 い あ ワ

ッ 代 鋳造 体験 始

物 見 目 SNS 大 響

参加希望者 殺到 大人気企

ワ ッ 興味深い 活動

時間外 参加者 自 的 SNS 情報 信

行 う え ワ ッ

行 様子 SNS 実況中

終え 持 寺社や観 地 赴い

方 い う 参加者 活 情報 信

角縁 獣鏡 認知

完成 信力 高 各地 美術館 博

物館 様 ワ ッ 開催

角縁 獣鏡 企 自体 魅

力 加え SNS 効 的 使わ 大

見 代表的 事例 言え

う  

	 福 市郷土博物館 向

覧会や仏像 仏像 ン い SNS 情

報 信 念頭 い 企 多 開催 実績 積

い 仏像 ン Twitter 交流

生 企 いう 聞

日 意識的 SNS 使う 館 人 新

い繋 生 い

事業 繋 い 感  

	 う 大変魅力的 見え SNS い

留意 点 あ え 像 ン

ッ 掲載 際 利関係 気 配

大 ッ あ 像

信側 意 異 使わ 方 場 あ

注意 必要 あ 間違 信

防 正確 情報 慎 伝え 姿勢 求

 

	 う 点 十 注意 い

SNS 大 魅力 方向 や

従来 報 情報 方的 信

い 多 効 や 応 見え い点 あ

い う SNS 活用

手側 応 感

美術館や博物館 来

新 い来館者層 情報 能性 あ

ン ッ 日 歩

昨 使い 容易 あ

藤川氏 地道 情報 信

い 確実 ン 増え いう言葉

あ う 信 側 楽 賢 SNS 親

美術館 博物館 魅力 多 人

伝え 能性 あ 強 感 研修会

 

 

滋賀県立近代美術館	 渡 亜 美 	

	

	

講師の藤川氏 
	

	

三角縁神獣鏡チョコレート 
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平成29年度 永年勤続者等表彰 
	

	 成 29 滋賀県 和 念館 坂 男

い	 賀市 あい 館 橋

栄美子 	 え 長浜市曳山博

物館 川 子 わ 	

永 勤 表 賞  

	 坂 戦死 自身 父親

戦争体験者 聞 や記録

業務 組 470 件以 積

人柄や勤務態 職員

模範 和 念館 え い人

いえ 成 23 2011 ＮＨＫ う

610 地道 業務 遂行

姿 紹  

橋 長 賀市 あい 館

来館者案 や施設 営 展示会活動 献 い

地域 特色 え わ や い 明

来館者 高い評価 職員 模範的

在 いえ 館蔵品 あ 要 形民俗

文 近江 賀 前挽鋸製造用 製品 資

料整理や調査補 従事 当 資料 文

指定 献 何 え難い あ  

川 曳山文 協会職員 13 わ

曳山博物館 勤務 い 主 務 会計

業務 担当 長浜曳山祭 保 伝 事業や博物

館 営 携わ 成 28 2016

長浜曳山祭 無形文 遺産 録

長浜曳山祭 長浜 歴史や文

展 力 職員 模範 い  

	

事務局 長浜市長浜城歴史博物館	 福 	智英 	

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

新規加盟館紹介  
 

菩提寺歴史文化資料室 
 

 

 
 
所 在 地 〒520-3248 

湖 市菩提寺西四 目 2-12	  

菩提寺 セン  

電話番号	  0748-74-3471  

ホームページ	  https://www.facebook.com/mus. 

bodaiji 

休 館 日	  日 盆休 始	

※土 日 休館日 あ 事前

問い わ い 	

開館時間	 	 9野00〜17野00	

入 館 料	  無料 

交通案内	  JR 草津線石部 西駅 市営

菩提寺線 菩提

寺駐在所 車 

JR 湖線 洲駅 滋賀交通

湖 洲線 西菩提寺 停留

所 車 

駐 車 場	 	 60 	

館の概要  
	 地域住民による手造りの〈まちかど博物館〉	
 

	 成 27 2015 4 菩提寺 セン

開館 時 菩提寺歴史文 資料

室 ン  

	 菩提寺 国や市指定 石造文 多 白

洲正子 紀行文 近江山河抄 紹 知

あ 西應寺 伝わ 廃少菩

提寺 絵 1300 前 菩提寺 様子 知 資

料 湖 市指定文 指定 い  

	 代 菩提寺 東山道 や 阿須波道

等 幹線道路 集 交通 要衝 あ 政治 中

心地 栄え 賀郡志 書 い  

	 菩提寺歴史文 資料室 墳時代 近世

時代 歴史文 あ
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誰 地 治 当時 人 暮 う

史実 向 う視点 時代 流 表

現 展示 心掛 い  

 

滋賀県博物館協議会 	

	

 
【編集後記】 
	 成「重 県博協創立」』周 いう記念

あ 記念事業委員会 魅力あ

講演会 談会 企 県博協加盟館

般 方 多数 参加い

県民 活動 知 い

積極的 報活動 検討 い 思

い 	

	 研修委員会 加盟館 ン 学芸員

磨い い 観点 回 研修会 企

昨 博物館 要 任務 あ 作品 保

昨 活 活用 求 S３S 使 報

い 大変 意義 研修会 行わ

	

	 報委員会 毎日新聞 隔 掲載 い

品手鑑 い 回

や 対応 大変 各館 魅力溢

原稿 触 改 県 美術

館 博物館 豊 実感 充実

活用 目指 昨

加盟館 基 情報 修正 確認 行い

協力い い 皆 礼 あ

引 積極的 参加 い

う 何卒 願いい 	

	 委員 県博協 加盟館

活 交流 活動 場 う 組 参

支援 協力 意見

寄 い う 願い あ 	

	

報委員 滋賀県立近代美術館	 渡 亜 美 	

	

	

	

	

	

	

成 3 度滋賀県博物館協議会 加盟館名簿 

成 3 月 日現在 

会   員   館   名 郵便番号 所  AX 

近江神宮時計館宝物館 』「0-001』	 大津市 宮 1-1	 077-』「「-」7「』	 077-』「「-」里60	

大津 歴史博物館 』「0-00」7	 大津市御陵 「-「	 077-』「1-「100	 077-』「1-「666	

大津絵美術館 』「0-00」6	 	 大津市園城寺 」」 番地	 総 山 満院門跡	 077-』「「-」6重0	 077-』「「-」1』0	

長等創作展示館 橋節子美術館 』「0-00」』	 大津市小関 1-1	 077-』「」-』101	 077-』「」-』101	

大津祭曳山展示館 』「0-00『」	 大津市中央 1-「-「7	 077-』「1-101」	 077-』「1-101」	

滋賀県立 湖文 館 』「0-0里06	 大津市打出浜地 	 077-』「「-里17重	 077-』「「-重6」『	

渡来人歴史館 』「0-00』1	 大津市梅林 「-『-6	 077-』「』-」0」0	 077-』「』-」『』0	

公益財団法人 膳所焼美術館 』「0-0里」7	 大津市中 1-「「-「里	 077-』「」-111里	 077-』「」-111里	

建部大社宝物殿 』「0-「1」「	 大津市 領 1-16-1	 077-』『』-00」里	 077-』『』-「『」里	

滋賀県立近代美術館 』「0-0里07	 大津市松 1-「-1	 滋賀県大津 庁舎 』Ｆ	 077-』「「-「111	 077-』「「-「1里里	

田 郷土史料館 』「0-「11「	 大津市牧 1-里-」「	 077-』『重-0」6重	 077-』『重-0」6重	

田 鉱物博物館 』「0-「「7』	 大津市 」-里-『	 077-』『6-1重「1	 077-』『6-1重「1	

木 美術館 』「0-0016	 大津市比叡 「-「里-「1	 077-』7』-11『里	 077-』7』-11『里	

比叡山国宝殿 』「0-0116	 大津市坂 『「「0	 077-』7里-0001	 077-』7里-067里	

伊香立 香の 史料館  』「0-0」』「	 大津市伊香立 在地 1「「」-1	 077-』重里-「00』	 077-』重里-「00』	

しが県博協だより	 第30号	

成30 (2018 )	 6月22日発行	

編集・発行	 滋賀県博物館協議会	

〒526‐0065長浜市公園町10‐10	

長浜市長浜城歴史博物館内	

TEL	0749-63-4611	

URL			http://sam.shiga.jp/	
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大津 科学館 』「0-0里1『	 大津市 丸 6-』0	 077-』「「-1重07	 077-』「「-「「重7	

草津 立草津宿街道交流館 』「』-00」『	 草津市草津 」-10-『	 077-』67-00」0	 077-』67-00」1	

山 ほた の森資料館 』「『-00』1	 山市 宅 10	市民 動 園 	 077-』里」-重6里0	 077-』里」-重6里0	

山 立埋蔵文 財セン  』「『-0「1「	 山市服部 「「』0	 077-』里』-『」重7	 077-』里』-『」重7	

滋賀県立 湖博物館 』「』-0001	 草津市 物 10重1	 077-』6里-『里11	 077-』6里-『里』0	

川美術館 』「『-010「	 山市水保 川 「里重1-『『	 077-』里』-7里00	 077-』里』-7里10	

栗東歴史民俗博物館 』「0-」016	 栗東市小 「「」-里	 077-』』『-「7」」	 077-』』『-「7』』	

国指定 要文 財 大角家 宅旧和中散本舗 』「0-」017	 栗東市 地蔵 『0「	 077-』』「-0重71	 077-』』「-0重71	

湖南 東海道石部宿歴史民俗資料館 』「0-」116	 湖 市雨山 「-1-1	 07『里-77-』『00	 07『里-77-』『01	

菩提寺歴史文 資料室 菩提寺 ち く ｾﾝﾀｰ

内  

』「0-」「『里	 湖 市菩提寺西 『-「-1「	 07『里-7『-」『71	 07『里-7『-『00』	

びわ湖 ト  』「『-0「重「	 洲市 川 『1里7	 鮎家 郷 	 077-』里重-」重重重	 077-』里重-『里06	

洲 歴史民俗博物館 銅鐸博物館  』「0-「」1』	 洲市 』7-1	 077-』里7-『『10	 077-』里7-『『1」	

甲賀 水 歴史民俗資料館 』「里-000』	 賀市水 水 』6」里	 07『里-6「-71『1	 07『里-6」-『7」7	

くち子 もの森自然館 』「里-00』1	 賀市水 貴 10	 07『里-6」-671「	 07『里-6」-0『66	

甲賀 土山歴史民俗資料館 』「里-0「11	 賀市土山 土山 「「」0	 07『里-66-10』6	 07『里-66-1067	

甲賀忍術博物館 』「0-」『0』	 賀市 賀 隠岐 」重『	 07『里-里里-』』「里	 07『里-里里-「10里	

甲賀流忍術屋敷 』「0-」」11	 賀市 龍法師 「」」1	 07『里-里6-「17重	 07『里-里6-7』0』	

甲賀 甲南ふ あいの館 』「0-」」「1	 賀市 葛木 重「』	 07『里-里6-7』』1	 07『里-里6-7』』1	

甲賀 信楽伝統産業会館 』「重-1里』1	 賀市信楽 長 11『「	 07『里-里「-「」『』	 07『里-里「-「』』1	

滋賀県立陶芸の森 陶芸館 』「重-1里0『	 賀市信楽 勅 「1里里-7	 07『里-里」-0重0重	 07『里-里」-11重」	

O  』「重-1里1『	 賀市信楽 代桃谷 」00	 07『里-里「-」『11	 07『里-里「-」『1『	

滋賀サフ 博物館 』「重-1里0「	 賀市信楽 黄瀬 「里』『-「	 07『里-里」-01「1	 07『里-里」-01「「	

わ  』「」-0里「1	 近江 幡市多賀 7」里-「	 07『里-」」-里』67	 07『里-」」-里7「「	

滋賀県立 土城考 博物館 』「1-1」11	 近江 幡市 土 豊浦 667里	 07『里-『6-「『「『	 07『里-『6-61『0	

近江日 商人館 』「重-160」	 蒲生郡日 大窪 1011	 07『里-』「-0007	 07『里-』「-017「	

近江日 商人ふ さ 館 旧山中正吉邸  』「重-16「里	 蒲生郡日 西大路 1「6『	 07『里-』「-000里	 07『里-』「-」里』0	

世界凧博物館東近江大凧会館 』「7-00「』	 東近江市 日市東 」番 』 	 07『里-「」-00里1	 07『里-「」-1里60	

木地屋民芸品展示資料館 』「7-0「01	 東近江市蛭谷 17里	 0』0-』里0「-」」1」	 	 	

日登美美術館 』「7-0「」1	 東近江市山 「06里-「	 07『里-「7-1707	 07『里-「7-1重』0	

東近江 近江商人博物館 』「重-1『「1	 東近江市 個荘竜 』里」	 07『里-『里-7101	 07『里-『里-710』	

観峰館 』「重-1『「1	 東近江市 個荘竜 1」6	 07『里-『里-『1『1	 07『里-『里-』『7』	

滋賀県 和祈念館 』「7-01』7	 東近江市 中 『」1 番地	 07『重-『6-0」00	 07『重-『6-0」』0	

手 の 、金剛苑 』「重-1「0『	 愛知郡愛荘 蚊 外 』1『	 07『重-」7-『1」1	 07『重-」7-『1」1	

愛荘町立歴史文 博物館 』「重-1「0「	 愛知郡愛荘 松 寺 里7里 番地	 07『重-」7-『』00	 07『重-」7-『』「0	

愛荘町立愛知川びん の館 』「重-1」1」	 愛知郡愛荘 市 167」	 07『重-『「-『11『	 07『重-『「-里『里『	

豊会館 』「重-117『	 犬 郡豊郷 』6	 07『重-」』-「」』6	 	 	

多賀町立博物館 』「「-0」1『	 犬 郡多賀 四手 重76-「	 07『重-『里-「077	 07『重-『里-里0』』	

イニッ トロパ 天究館 』「「-0」『1	 犬 郡多賀 多賀 「里」-1	 07『重-『里-1里「0	 07『重-『里-1重61	
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彦根城博物館 』「「-0061	 彦根市金亀 1-1	 07『重-「「-6100	 07『重-「「-6』「0	

米原 醒井宿資料館 』「1-00」』	 米原市醒 』重「	 07『重-』『-「16」	

  

醒井木彫美術館 』「1-00」』	 米原市醒 重』	 07『重-』『-0里『「	 07『重-』『-0里『「	

米原 柏原宿歴史館 』「1-0「0「	 米原市柏原 「101	 07『重-』7-里0「0	 07『重-』7-里0「0	

伊吹山文 資料館 』「1-0」1『	 米原市春照 77	 07『重-』里-0「』「	 07『重-』里-0「』「	

国友鉄砲の 資料館 』「6-0001	 長浜市国 』」『	 07『重-6「-1「』0	 07『重-6「-1「』0	

長浜 長浜城歴史博物館 』「6-006』	 長浜市 園 10-10	 07『重-6」-『611	 07『重-6」-『61」	

成田美術館 』「6-00』6	 長浜市朝日 」『-「『	 07『重-6』-0「」『	 07『重-6』-0「」『	

長浜 曳山博物館 』「6-00』重	 長浜市元浜 1『-里	 07『重-6』-」」00	 07『重-6』-」『『0	

冷水寺胎内仏資料館 』「重-0「』1	 長浜市高 根 」0里-1	 07『重-里』-」「0重	 07『重-里』-」「0重	

湖 鳥セン  』「重-0」6』	 長浜市湖 西	 07『重-7重-1「里重	 07『重-7重-里0「「	

竹生島宝厳寺宝物殿 』「6-01「『	 長浜市 崎 竹生島 166『-1	 07『重-6」-『『10	 	 	

施美術館 』「重-0「0』	 長浜市高 唐川 」」重	 07『重-里』-「」6」	 07『重-里』-「」6」	

ン  』「6-00』』	 長浜市 和 6-』0	 07『重-6「-里里里7	 07『重-6「-里7里0	

白谷荘歴史民俗博物館 』「0-1里」7	 高島市 白谷 」『」	 07『0-「7-016『	 07『0-「7-1000	

高島歴史民俗資料館 』「0-1111	 高島市鴨 「「」重	 07『0-」6-1』』」	 07『0-」6-1』』『	

	


